
■施工方法

■施工手順

①継手に保温材を取り付け ②保温材を閉じて凹部分を結束バンドで固定 ②保温材を閉じて被覆毎テープで ③隙間がないことを確認

  　半分オーバーラップで巻き付け

隙間なし

　　　　　結束バンドの場合 　　　　　テープの場合

注意事項

隙間あり

継手用保温材施工手順書

・保温材の中心に継手を設置し、結束バンドorテープで固定して使用してください。

・結束バンドは同梱していません。使用する際は右表を参考に結束バンドの⾧さを選定して、別途調達してください。

・テープで固定する際は保温材補修テープ幅50mm（品番HDHC50B/Y）の使用を推奨いたします。

・呼び径10と13の保温材は共用になります。

・10mm保温付き及び異径継手（20×13等）を使用する場合は結束バンド固定では隙間が出来るので、

テープ固定で使用してください。

適応管種
・コルゲートウォーム

・5mm保温付きエスロペックス

・10mm保温付きエスロペックス

○ × ×

・保温材や被覆との隙間がある場合は保温性能がでない可能性がありますので施工後、必ず隙間がないことを確認してください。

・保温材を踏みつけたり、工具を落としたりした場合は保温材が破損して性能がでない可能性がありますので、注意してください。

凹

部

分

保温材 結束バンド

サイズ 長さ(mm)

13(10)･16 250

20 300


